
 
 
 

 

 

 

 

 

本年４月２３日に投開票の苫小牧市議会議員選挙にお

いて、多くの皆さまのご支持、ご支援をいただき４期目の

当選を果たすことが出来ました。心からお礼申し上げます。 

また、選挙期間中、体調の優れない方や夜勤明けで睡眠

を取っていらっしゃる皆さまには、大きな声で遊説し、ご

迷惑をお掛けしましたことにお詫び申し上げます。 

４選におごることなく「主役は市民」を肝に銘じて「原

点は防災」を貫き、地域の皆さまが安心して安全に暮らせ

る社会を実現してまいります。今後もご指導ご鞭撻のほど、

お願い申し上げます。 
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選挙戦を振り帰って！ 

 事務所開き兼決起集会  
 

本年１月２８日に、ときわ町総合福祉会館にて「小山せいぞ

う後援会事務所開き・決起集会」を開催いたしました。 

私が市議会議員に初挑戦したのは、2011 年４月の統一地

方選挙です。思い返せば、当時の行政は「防災」に対する意識

が低く、どんなに改善を求めて提案しても聞き入れられない

ことから消防の職を辞して「災害に強いまちづくり」を掲げ、

2011 年の１月に立起表明をしました。その２ヵ月後の３月

11 日に未曽有の災害となる「東日本大震災」が発生し、12

年が経ちました。 東日本大震災の被災地を襲った“黒い津

波”。その時の映像は、今もなお多くの人の目に焼き付いてい

ます。この教訓を生かし防災対策に取り組んできました。 

その後、北海道は 2012 年 6 月に「太平洋沿岸の津波浸水

予測図」を公表し、本市では津波ハザードマップを更新しま

したが、胆振東部地震で浮き彫りとなったブラックアウトに伴う避難経路および避難施設の確

保などの課題が解決していません。 

2023.4.16 告示  市議会議員選挙 出陣式 
 

 本年 4 月 16 日に苫小牧市議会議員選挙が告示されました。選挙初日は、大雨にもかかわら

ず多くの皆さまに駆け付けていただき、心からお礼申し上げます。 

今回の選挙戦では「原点は防災」を旗印に精力的に遊説を行いました。 
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苫小牧市議会議員選挙 2023 

「主役は市民」４期目の当選！ 
 



☆☆ 熱血現場主義 ☆☆ 

 原点は「防災」  
 

街頭演説で訴えたのは、災害時の避難経

路の確保と避難施設の整備についてです。 

2018 年９月６日に発生した胆振東部

地震では、ブラックアウトにより信号機が

消え、深夜の国道や道道苫小牧環状線（バイパス）を渡ることができなくなりました。また、停

電で踏切の遮断機が下りて避難経路が絶たれてしまいました。市民の皆さまが安全に避難場所

へ避難できるよう、引き続き歩道橋を設置することや避難困難区域内に避難施設を整備するこ

とを求めてまいります。 
 

 

個人演説会「4 月 18、21 日」 

コロナ禍を契機に情報収集と発信力の強化 
 

私は、これまで消防官として培った経験を生かし、万一の大災害にも迅速に対応できる防災体

制の構築を促してきました。市の危機管理の活動の要は、突き詰めれば「情報力」にあります。

意思決定に必要な情報をコンスタントに集めることと、市民に向けて適切な情報をタイムリー

に発信することです。新型コロナウイルス流行当初、市内の保育園や幼稚園で発生すると「健康

こども部」が記者会見し、学校で拡大した場合は「学校教育部」が記者会見をしていましたが、

これこそ一元化して危機管理室が発信すべきです。 

これまでに危機管理室の在り方として、秘書広報課と危機管理室を統合し、市長直轄の部署と

して、情報収集と情報発信をするべきと指摘してきました。政府の中央防災会議の提言では、災

害発生時における市町村や都道府県の果

たす役割は非常に大きいと強調。地方公共

団体の防災・危機管理対応力を強化するべ

きとし、首長を補佐し、防災・危機管理部

門を統括する防災監や危機管理監のよう

なポストの創設を推進するとしています。

新型コロナ対策を契機に危機管理監など

スポークスマンを配置し機構改革を進め

なければなりません。 
 

4 月 23 日に苫小牧市議会議員選挙の投開票があり、2,080 票の得票をいただき再選を果た

すことができました。小山征三は４期目も初心を忘れずに、市民の皆さまの声を大切にし、地域

に根差した地道な活動を続け「主役は市民」の政策を実現するために一層邁進します。 

いつもご支援いただきました多くの皆さま本当にありがとうございました。 
 
 
《熱血現場主義》小さなことでも身近な問題を地域から発信します！  


